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⚫ 社名：株式会社オージーケーカブト

⚫ 所在地：大阪府東大阪市長田西６－３－４

⚫ 事業内容：オートバイ用ヘルメット製造・販売

自転車用（スポーツサイクル、競技専用）ヘルメット製造・販売

日常用（幼児・児童、通学、大人用）ヘルメット製造・販売

及び周辺用品

⚫ 設立：1982年9月

⚫ 社員数：116名（2023年9月時点）
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01．企業理念



02．応募のきっかけ

1 2019年 JIS認証の取り消し

弊社は2019年11月に長期間にわたり製品の組み立て場所に係る記録が適切に記載され
ていなかったことを確認され、その内容が重大であると認められたため、JIS認証の取
消しとなりました。

2
当該事由発生時の対処の遅れにより、お客様始め多くの関係者の方々にご迷惑をかけること
になる。

お客様は安全に対する不安からSNSでの意見交換が多数交わされ、想定外の影響力
の大きさを感じる。

3 SNSなどで不適切なネット情報で炎上

幸いにも販売店様やユーザーの方々の暖かいご支援もあり、2020年の春を迎えて無事
収束。この件をきっかけに危機管理対策本部を設けるなどの組織体制の見直しと安全
な製品開発・製造工程の流れを再構築。

4 収束後組織体制の整備

今回、自分たちで対策としてやっていることが正しいかどうかを外部の目線で見ていた
だきたくPSアワードに応募。



03．評価された取組み3つのポイント

安全性に関する充実した試験設備を社内に備え、販売前のすべての製品を対象に試験を行うとともに、量
産開始後の製品についても抜き取り検査を全モデルを対象に実施し、安全性を担保している。また、合格
基準も業界内で用いられる各種規格より高い水準に設定することで、ユーザーが交通事故等に遭った場合
にも身体の安全が守られるよう努めている。

開発段階から量産後を通じた社内試験による安全性確保の取組

自社の社会的責任と交通事故の発生実態を踏まえた新製品の開発

ヘルメットは使用者の生命・身体を守る製品であり、そうした製品を製造するメーカーとしての社会的責任を
果たすため、特に小学生においては自転車乗車中より歩行中における交通事故での死傷者数が多いという
実態を踏まえた新製品として「歩行用ヘルメット」を開発している。従来にない製品であるため、製品に求めら
れる性能やその評価方法、事故発生時の転倒シミュレーションの方法も含め、自社で開発している。

過去の教訓を踏まえた、リコール対応に関する文書の整備・運用

過去に起きた不具合への反省と要因分析を踏まえ、安全上の問題が起きた場合の対応について定めた
「コーポレートガバナンス教書」を整備・運用している。不具合等が発生した場合の対応フローや部門間の役
割分担、責任の所在を定めるのみでなく、実際に起きた過去の事例と得られた教訓、再発防止の観点で有
しておくべき心得なども盛り込むことで、社内の理解および意識が均一化されるよう工夫している



設計前段階からチェックを行うことが開発の設計プロセスになっている。さらに製品製作プロセスから安全を
考慮して段階的に設計通りに進んでいるかチェックを行っている。

04-1．開発段階から量産後を通じた社内試験による安全性確保の取組

製品企画の初期段階から安全性、着用感、デザイン
を考慮してモックアップ製作

モックアップを３Dデータ化して肉厚を数値化して確認
を行う。

金型を起こす

量産。

STEP.1

STEP.2

STEP.3

STEP.4
試作品を作成。発泡倍率を変えて10個以上のパ
ターンを作り、試験を行いより安全で量産性が高い
量産品を決める。最終製品を開発・営業が現物
確認を行う

STEP.5
パイロット生産実施。社内で安全規格試験を行う

STEP.6

安全性の試験・検査・評価等に関する取り組み

弊社は社内に安全試験室を設けており、販売するすべての製品に関して発売前に社内安全試
験を行っている。また、量産品に関しても抜き取り検査を全モデル（45モデル）定期的に行うな
どの体制で製品安全を確保している。



04－２．開発段階から量産後を通じた社内試験による安全性確保の取組

〈社内の風洞実験室の設備〉 〈社内の試験室で衝撃試験を行う様子〉



05．自社の社会的責任と交通事故の発生実態を踏まえた新製品の開発

小学生の状態別死者重傷者数（平成29年から令 和３年までの合計）は，歩行中が2,522人で全体の 59.0％を占め

て一番多く，次に自転車乗用中が 1,382人で32.4％を占めており，歩行中及び自転車乗用中で全体の約９割を占めて

いることから弊社は子供の安全を守るという社会的責任を果たすことを決め、弊社の製品や技術を活かし通学時の交通事故

で頭部損傷による死亡事故を減らすため『歩行用ヘルメット』の開発に向け山梨大学の研究室と「歩行用ヘルメット」に求めら

れる衝撃吸収性能を明確にし、基準数値を策定する。

出所）令和４年版交通安全白書

開発した歩行者用ヘルメット小学生の状態別死者重傷者数
（平成29年～令和３年合計）



06．過去の教訓を踏まえた、リコール対応に関する文書の整理・運用

安全上の問題が起きた際に初動対応するため2020年コーポレートガバナンス教書を作成し、万が一の緊急
事態の対応に備えている。
また社内にコンプライアンスヘルプライン（社内窓口、社外窓口）を設置したことによって社員が安全、安心に
声をあげられる体制を構築できた。

〈コーポレートガバナンス教書の目次〉 〈過去のリコール事由を文書化〉 〈初動対応マニュアル〉



07．受賞による期待効果

①コピー品と差別化を図る

企業価値を高めるためのブランディング活動に活用する計画

②ロゴ入り名刺＆会社ホームページ

〈SG認証の弊社ヘルメット〉 〈外観では区別しづらい他社ヘルメット〉

現
状

今
後

③社員の安全に対する意識向上

ステークホルダーにアピールすることによって企業のプレゼンス向上につながる！

PSアワードの意味合いを理解してもらい改めて製品
作りに対する思いや意識が高まったと感じる。

PSアワードゴールド企業を目指して品質管理部門を
中心にTFTを結成。ご指摘いただいた項目を含め更
なる体制づくりに着手している。



08．今後に向けて

命を守る企業としてあり続ける！

子どもから大人まで、あらゆる人々が安心・安全な暮らしをしていただくために。そして、やさしさであふれる未来のために。
安全・安心を提供して命を守る企業としてあり続けたい！これからもお客様の笑顔とともに走り続けてまいります。

お客様からの命を守られたとの感謝の手紙や電話を月に2回ほどいただいている。詳細内容については個人情報を除き全社員で
グループシェアシステムを通じて共有をしていてお客様からのフィードバックを大事にしている。
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